








































































































序言Geleitwort (Marianne Weber, 1870-1953, Max Weber. Ein Lebensbild,






























































































































modeme Kapitalismus, 2 Bde･, Leipzig 1902｡ の初版全二巻を公刊した。
　この初版は，「資本主義の発生I Die Genesis des Kapitalismus を論じた


















経済史の大家ゲォルク・フォン・べロウGeorg Anton Hugo von Below,
1858-1927の書評論文「近代資本主義の成立」1903年Die Entstehung des


































　そして1913年には，まず，第１巻『奢侈と資本主義J Luxus und Kapi-
talismus,VIII＋220S. を，次いで第２巻『戦争と資本主義J Krieg und
Kapitalismus,VIII＋232S.を，『近代資本主義の発展史のための研究J































































































































































































けているがゆえに，「経済時代J das okonomische Zeitalterと総括した。
　そして
　　繁栄と進歩への信仰
　　貨幣価値の徹底的承認
　　人間生活の快楽価値方向へのねじ曲げ
等々といった価値基準のみを重視する傾向をもつ，「経済時代」的生活様
式のもつ文化的荒廃からの全面的な転向体制。これこそが，ドイツのため
の一種の社会的規範主義としてのドイツ社会主義というものだ，というわ
けである。
　これは国家ないし為政者の力による社会主義であり，文明から文化の価
値体系へ，進歩の信仰からの解放，祖国と神への忠誠，といった方向で押
しすすめられる。
　そしてドイツ経済は，ドイツの軍事的・民族的・経済的理由からの，完
結したアウタルキー化を目ざす経済体制への移行，包括的・統一的・多様
的計画経済化を目ざすのである。
　若干具体的にいうならば，
　農業，手工業を重視拡充させ，これえの資本主義的精神の侵入を防ぐこ
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と，
　（大銀行，巨大交通産業，国防産業など）大経営の適宜適切なる公営化や協
同組合化の促進，
　ゆるやかな技術的・経済的進歩の保持，
　国家による雇用拡大政策の採用と，その推進のための通貨・信用政策の
展開，などがこれである。
　さて，ゾンバルトと同時代の戦友マックス・ウェーバーもまた，近代資
本主義のもつ社会的・文化的意義を重視してきた人物であった。このこと
は，ゾンバルトと共に雑誌旧「ブラウンス・アルヒーフ」の編集を引き継
いだ時，ウェーバーが執筆したといわれる，既述したその創刊号，1904
年の「序言」の内容からも容易に理解できるであろう。
　ウェーバーは，近代資本主義の人間生存にたいしてもつ意義を，西欧近
代社会の合理化過程の，「世界の魔術からの開放Jdie Entzauberang　der
Weltの一環としての側面から，これを把えようとしていた。そして，「ま
さに究極の，最も純化された諸価値が世間公衆から隠れてしまったのは，
……現代に特有の合理化と知性化Intellektualisierung,とりわけ，世界の
魔術からの解放という，現代の宿命である」1），とした。この際，社会科
学者としては，没価値的態度，「知的誠実さRechtschaffenheit」2）に終始
すべきことのみが要請されうる，と考えていたウェーバーは，あらゆる幻
想を捨てて，あくまでこの時代の宿命に「男らしく」耐えてゆかねばなら
ない，と覚悟を決めた。そして，「自分の仕事をすすめ，『時代の要請』に
適応すること」3）を自らにも課したのである。
　マックス・ウェーバーは，妥協をゆるさない厳格な社会科学者としての
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立場を貫き，いわば超人的意志力でこの時代の宿命に耐えてゆこうとした。
そして事実，彼は生涯に亘り，学問の名において資本主義の文化的意義な
どについて，価値評価的発言をなすことを控える，という基本態度を守り
続けえたのである。
　ゾンバルトとウェーバー。この両者の近代資本主義（文化）にたいする
基本的態度の違いの由来する所は，もちろん，両者の生涯を終えた時期の
早い遅いにも，なにがしかは由来するのではなかろうか，とひそかに私は
考えている。
　マックス・ウェーバーは1920年という，まさに第１次世界大戦後の破
局的インフレーションがはじまる前に，すなわち，大戦前の社会的体制の
基本が隅々に至るまで破壊しつくされる前に，1920年，五六歳の若さで
この世を去ることができた。これは彼の学者としての信条を，生涯を通じ
て貫徹しやすくさせた要因の一つ，ともなっているのではなかろうか。
　既述のようにゾンバルトは，ウェーバー没後の1920年代のドイツの大
混乱の下で，のだうちまわり，1930年代のヒトラーの政権奪取から第２
次世界大戦へと進んだ，その大戦のさなかの1941年が，彼の没した年で
あったのだ。いわばこの二十年をこえるドイツの社会的諸状況の大混乱と，
これに対処せざるをえなかった，ゾンバルトの老年期の苦悩とを抜きにし
ては，彼の晩年に到達した文化理想主義的悲観論は，語りえないことでは
なかろうか，と私には思われる。
　　付記
　　　本稿は，平成12年度成城大学教員特別研究助成にもとづく共同研究「ヨー
　　ロッパ世界の社会・経済思想」における，筆者分担分の研究成果の一部である。
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